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　熊本県八 代市川 田 町西 在 の稲本薫氏 は 昭和54年度 よ り

自然農法 に よ る 稲作栽培 を 開始 し た。慣行化学農法 か ら

自然 農法 に移 行 後 6 年 目を迎 え て い た 昭 和59年度，著者

等
’
，｝は，当該水 田 （

一
筆面積 ：10a ）で 生 育 した 水稲の 収

量 な らび に 根群 の 形 態 を観察 した。稲本水田 に お け る 水

稲移植時期 は 6 月下 旬 で あ り，7 月 ．ヒ中旬 に は優占雑草

で あ る コ ナ ギの 生育 が 旺 盛 に な り，し か も イ グサ 栽培 の

収穫 ・調整時期 と競合す るた め，除 草が 行 い えず，除 草

労力が 過大 と な D，自然農法の 拡大 を 困難 に し て い た 。

昭和 60年度， 著者 等 n は 九 州 内31か 所 の 自然農法水 田 を

対象に ，熊 本県 奨励 ・認 定 品 種 を含 む 19品 種 を栽 培 し，

多収に 結び つ く品 種の 出穂期や 革型 に 何 ら か の 共通性 を

見出す こ とが で き る か 否 か 試験 し た。こ の 試験 の
．
環 と

して ，稲本水 田 （実施 1 年 目，一
筆面積 ：30a ） に お い

て も栽培 を行 っ た が，栽植題離を 通 常 の 約 二 倍 の 密植

（30× 15  ） に し た た め，過繁茂状態 を助長 さ せ ，秋 ウ

ン カ の 異常多発 を招 き， 大 半の 品種 は 全 面倒 伏 と な り，

収 穫 は 皆 無作 に 近 い 状態 と な っ た。し か し な が ら，品種

栽培試験 を行 う う えで 協 力下 さ っ た 数 多 くの 農家の 方々

と討議 す る な か か ら，二 期作栽培 の 可 能性 が 話 題 に 登 場

した。翌 61年 ，八 代郡 坂 本村久多良木在の 岩下誠
一

氏水

田 で．通常の 移植期 に比 べ 約5G日単い 5月 9 目 に水稲晶

種 ：コ シ ヒ カ リ の 稚苗 を 移植 し た 結果，8 月末 に は 収穫

期 を迎 え る こ と を知 っ た （片 野・松本，米発表）。移植時

期を さ ら に 早 め た 場 合 ， 第 1期 作 の 収穫 日 は どの 程 度早

ま り，そ の 後の 2 期作目で は，如何 な る 程度 の 収量が達

せ られ るか を明 らか に す るた め に 62年度，稲本水 田 で 水

稲 2 期作栽培 を行 う に 至 っ た の で あ る。そ の 結 果 ， 除 草

労力 を大幅 に 軽減 で き る こ とが 明 らか に な っ た の で 報告

さ せ て い た だく次第 で あ る 。

　　　　　　　　 材料 および方法

　供 試水 田 は 前報
2」と同様，熊本県八 代市川 田 町 西 在 の

稲本薫氏 自然農法実施 9 年 R水田 ほOa ，埴壌土，排水

性良好）で あ っ た。第 1期作 に 先立 っ て，61年12月25日

全 面 に 散布 し て い た イ ナ ワ ラ を伴 っ て 秋耕起 し，62年 2

月25目に再 度耕起 し ， 3月 27日 に荒代か き ， さ らに 4 月

6 日に 植代 か き し，4 月 7 日 ，
ビ ニ ール ・一重 保 温 折 衷 苗

代 で 育苗 した 水稲品種 ：サ サ ニ シ キ お よ び コ シ ヒ カ リ の

稚苗 （3 月 8 日播種） を栽植距離 ：30 × 30cm， 1 株 3 本

植 えで 手植移植 し た 。移植 10日お よ び2帽 後 に 手押 し 除

草 機 を縦横 2 回ずつ 押 し，そ の 後，蒋干 の 手取 りを行 っ

た 。8 月 8 日，コ シ ヒ カ リ （出穂 35日後 〉 お よ び サ サ ニ

シ キ （出穂30日後） と もに 平均的作柄 を 示 す部分 よ り30

株，各 2 か 所，計 60株 を収穫 した。収穫 日 に 改 良 モ ノ リ

ス 法 （40 × 6．5x35cm）に よ っ て 両品 種代表株 の 根群形態

を 観察 し た 。 次 に， 2 期作 に つ い て は 以 下 の 通 りで あ っ

た。す な わ ち，8 月 9 日，水照 に 繁茂 して い た コ ナ ギ を

含 め て 代 か き耕起 を行 い ，8　S・1　10日，第 1期作 お よ び 6

月19日植 用 の 育苗苗代 と して 使用 し た 苗代 に 7 月 ・1 日播

種 した 北海道，青森県，秋田 県お よ び新潟県 の 奨励46品

種 な らび に 対 照 と して 黄 金 晴 と農 林 22号 ， 計 48品種 の 熟

苗 （第 8 〜9 葉抽出，不完全葉 を 1 と す る ） を．栽植距

離 ：30× 27cm， 1 株 2 本植 え で 手植 え移植 し た 。移植後，

8月 20日 と30日 に．除草器 を押 し， 10月26日 ， 黄 金 晴 と農

林22号 は3D株 ， 他 の 品種 は 10株ずつ 収穫 した 。 第 1期 作

お よ び 第 2 期 作 と もに 屋 内で 自然乾燥後，常法 に 従 っ て

収穫物調査 を行 っ た 。

昭 和 63年 4 月 19日　 第65回 講演会 で発 表 キーワ ード ：臼然農法，水稲，二 期作，品種
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　　　　　　　　 結果 お よび考察

　 1。第 1期作

　 4 月 7 目移植，8 月 8HgR 穫 した サ サ ニ シ キ お よび コ

シ ヒ カ リの 収穫物等 の 調査 結果 は 第 1 表 に 示 した 通 りで

あ る。サ サ ニ シ キ の 精玄米収量 は 3829／ m
：
で あ り，

コ シ

ヒ カ リ （2919 ／   ）の 1，31倍 に 遠 して い た 。 両品種 の 収

量 に 相違をもた ら した主 た る要因は穂数 の 多少で あ り，

サ サ ニ シ キの 穂 数 （286本 ／ m り は コ シ ヒ カ リ （220本／

m り の 1．30倍 に 達 して お り，サ サ ニ シ キ は コ シ ヒ カ リに

比 べ 穂 数確保 が 容 易 な ， 換 言 す れ ば，分 け つ 能力 が 格段

に 高 い 品種 で あ る こ と を知 っ た。さ ら に，而 淵 種 の もみ・

わ ら比 に 着 目す る と，コ シ ヒ カ リで は 1．34で あ っ た が ，

サ サ ニ シ キ で は 1．75に 達 し，サ サ ニ シ キ は コ シ ヒ カ リ に

比 べ
， よ り高 い ワ ラ 重 （／．09価） と とも に，草出来 に 対

す る籾牛 洋 効率が よ り高 くな る （1．31倍）品種で あ っ た 。

収穫時 に お け る 両品種 の 根群形態 を観察 した 結朱 （第 1

図 ），根 群 を構 成 す る冠 根 の 根 色 ，
つ や は ，と も に 健全 で

あ っ た 。 サ サ ニ シ キ は コ シ ヒ カ リ に 比 べ
， ヒ壌 表 面 よ り

深 さ 5   部位 を横走 す る
“
うわ 根

”
の 発 達 は 小 で あ っ た が ．

斜 ド方向や 直下方向に 伸長 し た 冠根 は よ く発達 して い た．

第 1 表　稲本水 田 ・1期作 ・30株刈 調 査結果

項 目 ササニ シ キ　 コ シ ヒ カ リ　 ササ／コ シ

精玄 米収 量 （9 ／ m り

　　　　 （俵／10a）

株　数 （株 ／3．3m2）

ワ ラ 重 （9 ／ m2 ）

穂 　 　 　数 （本 ／ m り

も み
・わ ら 比

1 穂 収 量 （9 ）

千　 粒　 重 （9 ）

3826

．3838

，13022861

．751

．3419

．7

2914

．8537

．72772201

．341

．3320

．3

1．31

1．011

．091

．301

．311

．D10

．97

　以 上 が 第 1期 作 で 得 〉れ た 結 果 の 大 要 で あ る。調査 し

た水 田 の 平 年 的収 里 （6 月 ド旬移植）は 6 俵台 （3609／

  〜4209 ／   ）で あ り，第 2 期作 用 11∫の 菓齢 の 進 行 との

関係 で ， 出穂30日後 に収穫 せ ざ る を得 な か っ た サ サ ニ シ

キ の 収量 は ほ ぼ 平 年収 量 に 達 し て い た の で あ っ た。第 1

期作 に つ い て，著 者等 が 注 目 した こ とは ， 収量 性 も さ る

こ と なが ら，以 下に 述べ る 点 で あ っ た。第 1 は ，除 草，

と くに コ ナ ギ 問 題で あ っ た。コ ナ ギ の 発 生 は ， 例年 通 り

5月末 よ り始 ま り，6月 に は地表 を被覆する 様 に な っ た。

し か し
，

4 月 7H 移植し た水 稲 の 皐丈 は コ ナ ギ に 比較 し，

常 に 高 く位置 して い た の で あり，
コ ナ ギ と の 間で 光 を め

ぐ る mn合 は な い もの と 判 断 さ れ，収 穫 まで コ ナ ギ の 除 草

は 行 わ な か っ た 。 第 2 図 に は 収穫時点 に お け る 水稲 と コ

ナ ギ の 状 態 を 示 し た が ，コ ナ ギ は 地 表全 面 を被 覆 繁 茂 し

て い た が
， 水稲体の 登 熟 は良好で あ っ た 。 か くし て，6

月下旬植 の 場合，最 も多大な労力 を必要 と して い た コ ナ

ギ問題 は
， 移植時期 を大 幅 に 早め ，

コ ナ ギ の 生育以前 に

稲体 を 巨大 化 させ る こ と に よ っ て 解決す る こ とが 明 らか

に な っ た。しか も，8 月 8 日の 収 穫 時 に は 開花が 見 られ

なか っ た コ ナ ギ を ， 8 月 9 日の 湛水，代か き時 に耕起 し

た 結果，コ ナ ギ 種 子 の 結 実 は 回避 さ れ，63年 6 月 17目 tp

在 ， 本 水 出 に お け る コ ナ ギ の 生 育 は 微 々 た る もの に な っ

て い る。第 2の 点 は，夏 ウ ン カ 対策 で あ る。62年度 に つ

い て み る と，7N 上 旬 ， 八 代市 に お い て も夏 ウ ン カ が 多

発 した 。 6月 19日植の 自然農法実施 3 年目水 田 （30a ）

で は ウ ン カ 被害が 顕 著 に 認 め られ た が ， 第 1期 作 の 場合，

7月上 旬 に お け る 稲体 は 出穂直前 の 時期 に 達 して い た た

め 極 め て 硬質に な っ て お り，夏 ウ ン カ 被 害 は全 く認 め ら

れ な か っ た の で あ る 。

第 1図　 1期作 で栽培 した サ サ ニ シ キ （A ）および コ シ ヒ カ リ （B ）の 収穫時 に お け る根群 形態

　　　図 屮の 黒 線 は 土 壌表 面 とス キ床 を，ま た ス ケ
ール の 1 目盛 は 5cmを示 す。
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第 2表　稲本水 田 。2期作 に お け る各品 種 の 収 量 （9 ／ m り 順
一

覧

順 位　品種名　 道県名 収量　 順位　品種名　 道 県名 収量 　 順位　 品 種名 　 道 県名 収電 　 順 位 　 品 種 名　 遭 県名 収量

1 ．トヨ ニ シ キ 秋 田 288

2．オ トメ モ ナ 秋 田 285

3 ．ア キ ホ マ レ 秋 　田 262

4 ．ア キ ユ タ カ 秋 田 236

5，越 路 早 生 新 潟 235

6 ．キ ヨ ニ シ キ 秋 田 235

7．こが ね も ち 新 　潟 230

8 ．ア キ ヒ カ リ 秋 田 229

9．ア キ チ カ ラ 新 　潟 226

10．越 み の り 新 潟 224

1L トドロ キワセ 新 潟 218

12．五 百 万 石 新 潟 215

13．コ シ ヒ カ リ 新 　潟 210

14．ヒ デ コ モ チ 秋 田 207

15．　ホウネン ワセ 新 　潟 204

16．サ カ キ モ チ 青 　森 20 

17．ササ ニ シ キ 秋 田 196

18，ア キ ヒ カ リ　育 　森 194

19．初 音 も ち 新 潟 190

20．ハ マ ア サ ヒ 青 森 183

21．あ さ あ け 秋 田 183

22．わせ とら もち 青 　森 179

23．ム ツ ニ シ キ 青 　森 174

24．ム ツ カ オ リ 青 森 173

25．新 潟 早 生 新 潟 17 

26．ム ツ ホ ナ ミ 青 森 ユ70

27．は つ こ しじ 新 　潟 160

28．ア キ ニ シ キ 新 潟 159

29．あきたこ まち 秋 　Eヨ 144

3e．たか ねみの り 秋 田 144

31．　ノ 丶ツ コ カ
゜
身、　青 　　森 　141

32。シ モ キ タ 青 森 139

33．農 林 22 号 対 照 120

34．ユ ー
カ ラ 北 海道 115

35。む つ ほ ま れ 青　森 109

36．キ タ ア ケ 北海道 100

37．マ ツ マ 工 北海道　 98

38．黄 金 晴 対 照 97

39．　コ チ ミ ノ リ　青 　森 　96

40．タ ツ ミ モ チ 青 森 92

41．み ち こ が ね 北海炬 　75

42．と もゆ た か 北海道 　74

43．た ん ね もち 北 海道 　 63

44．し まひ か り 北海道 　 62

45．キ タ ヒ カ リ 北 海 道 　60

46．ゆ きひ か り　北海 道 　5ユ

47．お ん ね も ち 北海 逼 　48

48．ともひ か り 北海 道 　36

態

　 2 ．第 2 期作

　第 2表 に は 8 月 10E羣に移植し ，
　 IO月26日 に 収穫 した48

晶種 の 収量順 リ ス ト を
一

括表 示 し た 。 最 も収量 が 高か っ

た の は秋 田 県の トヨ ニ シ キで あ D   当 り2889 で あ り，以

下 ，秋 田 ・オ ト メ モ チ （2859 ＞，秋 田 ・ア キ ホ マ レ （262

9 ）， 秋 田 ・ア キ ユ タ カ （2369 ），新潟 ・越路早生 （235

9 ）の 順 で あ り，最小 は 北 海道 ・
と もひ か り （369 ）で

あ っ た。対 照 とし て 栽培 し た 農林 22号お よ び 黄金 晴で は，

それ ぞ れ，1209 （33位）お よ び979 〔38でつ で あ っ た。

供試した 品 種 を 楼道県別 に 分類 し，収呈 な らび に 収穫物

等 の 特 性 の 平 均 値 を検 討 した 結果 （第 3表），収孟 に つ い

て み る と ， 秋 田 県 （2199 ），新潟県 （2039 ）奨励品種群

は青森県の 場合 （1549 ） に 比較 し，609 内外高 くな り，

北海道 の 品種群 で は 719 で あ っ た 。 収量 の 多少 は ， 水稲

の 生 育 量 を 示 す ワ ラ重 の 大 小 と関 連 して い た が，稗数 の

多少 と の 問に 有意な 相関関係 は 認 め ら れ ず ， 収量 と 1穂

収 量 （収 量 を穂数で 除 した 値， 1穂着粒数 x 登熟歩合 ×

千粒 重 ） との 間 に は極 め て 高い 有意な 正 の 相関関係 を見

出す こ とが で きた 。

　 以 上 が 第 2 期 作 の 結果 の 大要 で あ る が ，八 代 市で は，

今 日 ，

n る こ との で き な い 8 月 10日移 植 とい う作 季 を設

定 し た 場合 に お い て も水稲 の 登 熟 は 可能で あ り，晶種選

択 に よ っ て は 5俵台 に 手 が 届 き う る こ と を知 っ た の で あ

る。30× 27．5cmと い う栽植密度 を さ ら に 密植 に し た場合

に は如 何 な る収 量 に な P う るか ，今 後の 研 究 に 待 ち た い 。

また，2 期作期間中に お い て は ， 雑草の 生 育 は殆 ん ど認

め られ な か っ た。

　熊本県八 代市 に お い て ， 自然農法 に よ る 稲作栽培上 ，

最大 の 問題 で あ っ た 除皐 繁茂 と ウ ン カ 発生 に よ る 水稲 の

低収性 と 過大 な 労力 は ， 作季 を 大 幅 に 移動 す る こ とに

よっ て，ある い は 容易 に 解決で き る の で は な い か も知 れ

な い こ と を知 っ た。しか し，本実験 で 得 られ た 結果 は
一・

事例 で あ っ て ，品種，苗齢や 栽植密度 に 着 目し ， 移植期

を変 更 した 場 合，出 穂 期 や 成 熟 期 が どの 様 な もの に な る

の か ，雑草発生並 び に 病害虫発生 と の 関連 は 如何 な る も

の に な る の か ，今後 の 研究 に 待 つ こ と極 め て 大 と 言わ ざ

る を得 な い の で あ る 。

第 3 表　稲本水 田 。2期作
・
収穫 物 調 査結 果 ・道 県別 の

　　　 平均値

　　　 品　収 虹 　株数 ワラ重 　穂 　　数 　1穂駁彑 もみ ・．
f粒 重

道県名 種
一
　

一
　　　　　　　　　　　　

．一一一
　　　 数 STfmi株13．3  9 ／  本〆  〔本1株）　　9 　 わら比 　 9

北 海 道 11　 7140 ．0142289 （23．9）G．250 ．6920 ．9

青森県　12　154　40，2　223　280（23．1）　0．57　0．94　21．6

秋 田 県 1121939 ．8277265 （22．0）0 ．821 ．0421 ．9

新潟 り艮　12　203　41，0　265　276（22，2）　0．76　1．00　21．9

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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